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Ⅰ　
は
じ
め
に

泉
大
津
市
は
大
阪
府
南
部
に
位
置
し
、
人
口

は
約
７
万
６
０
０
０
人
で
す
が
、
同
規
模
の
他

都
市
に
比
べ
て
市
立
病
院
は
総
合
的
な
機
能
を

保
持
し
、
医
師
・
看
護
師
等
の
専
門
職
員
を
多

数
擁
し
、
地
域
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
（
医
師
44
人
、
看
護

師
１
８
８
人
、
２
３
０
ベ
ッ
ド
）。
こ
の
市
立
病

院
が
今
、
民
営
化
・
解
体
の
危
機
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
筆
者
は
現
地
の
「
泉
大
津
市
立
病
院

を
守
る
会
」
の
方
々
と
共
同
調
査
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
末
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
民
営

化
推
進
の
市
長
が
再
選
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
病
院
解
体
の
危
機
の
本
質
と
そ
の
打
開
へ

の
道
を
論
じ
ま
す
。
紙
幅
の
関
係
で
駆
け
足
と

な
り
ま
す
の
で
計
数
の
根
拠
資
料
（
財
務
諸
表
）

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
な
計
数
分
析
と
本

格
的
な
論
考
と
し
て
は
他
稿
を
参
照
く
だ
さ
い

（『
賃
金
と
社
会
保
障
』
旬
報
社
、
２
０
２
１
年

３
月
25
日
号
に
拙
稿
掲
載
予
定
）。本
稿
は「
守

る
会
」
の
方
々
と
の
共
同
作
業
の
成
果
で
は
あ

り
ま
す
が
、
文
責
は
ひ
と
え
に
筆
者
で
す
。

Ⅱ　
市
立
病
院
の
経
営
動
向
と
病
院
政
策
の
枠

組
み

ま
ず
病
院
の
損
益
計
算
書
の
推
移
か
ら
経
営

財
政
状
態
を
見
て
み
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
に

は
52
億
円
の
医
業
（
事
業
）
収
益
を
上
げ
、
１

億
４
５
０
０
万
円
の
当
期
利
益
を
獲
得
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
医
業
収
益

が
50
億
円
を
割
り
込
み
、
２
０
１
９
年
度
は
５

億
円
を
超
え
る
当
期
損
失
を
計
上
し
ま
す
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
み
て
み
ま
す
と
、
厳
し

い
財
政
状
態
が
つ
づ
き
、
直
近
の
貸
借
対
照
表

に
は
一
時
借
入
金
が
18
億
５
０
０
０
万
円
は
り

つ
い
て
い
ま
す
。

自
治
体
病
院
の
特
徴
で
あ
る
自
治
体
一
般
会

計
等
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
関
し
て
は
こ
の
間
、

９
億
円
前
後
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
と

の
関
係
を
見
る
と
、
２
０
１
８
年
度
で
お
よ
そ

５
億
３
０
０
０
万
円
が
国
に
よ
っ
て
地
方
交
付

税
措
置
を
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
市
会
計
の

「
持
ち
出
し
」
は
約
３
億
７
０
０
０
万
円
で
す
。

こ
の
金
額
で
人
口
７
万
６
０
０
０
人
の
街
が

総
合
的
な
病
院
を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
の
社

会
的
意
義
の
認
識
と
、
そ
の
点
を
前
提
と
し
て

病
院
経
営
の
改
善
を
ど
う
図
る
か
の
方
策
が
市

当
局
と
住
民
に
は
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
市
当
局
の
病
院
政
策
の
変
遷
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

１
９
９
８
年
に
現
在
の
市
立
病
院
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年

代
の
小
泉
構
造
改
革
路
線
の
下
で
厳
し
い
診
療

報
酬
抑
制
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、

市
立
病
院
は
経
営
危
機
に
直
面
し
ま
す
。
市
当

局
は
総
務
省
公
立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
そ
っ

て
、
２
０
０
８
年
「
泉
大
津
市
立
病
院
経
営
改
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革
プ
ラ
ン
」、
２
０
１
６
年
「
泉
大
津
市
立
病

院
新
改
革
プ
ラ
ン　

２
０
１
６
年
度
〜
２
０
２

０
年
度
」
を
策
定
し
ま
す
。

そ
し
て
「
新
改
革
プ
ラ
ン
」
終
了
年
度
を
ま

た
ず
、
２
０
１
９
年
12
月
、「
地
域
医
療
連
携

体
制
強
化
構
想（
案
）│
地
域
に
お
け
る
持
続

可
能
な
医
療
供
給
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

│
」
が
発
表
さ
れ
、「
病
院
収
支
の
改
善
を
図

る
『
新
改
革
プ
ラ
ン
』
の
達
成
は
無
理
、
今
後

は
事
業
統
合
・
再
編
を
含
む
方
針
を
確
立
し
、

新
急
性
期
病
院
の
建
設
着
工
を
し
て
い
く
、
そ

の
大
前
提
は
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
あ

る
」（
筆
者
要
約
）
と
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
月
25
日
に
は
、
市
と
社
会
医
療
法

人
・
生
長
会
は
「
地
域
に
お
け
る
医
療
連
携
体

制
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
基
本
合
意
書
」
を

締
結
し
、
２
０
２
０
年
２
月
の
広
報
に
突
如
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
（
筆
者
要
約
）。

市
立
病
院
と
府
中
病
院
（
生
長
会
）
と
い
う

二
つ
の
医
療
機
関
で
病
床
機
能
の
再
編
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
目
指
す
。

①�　

高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
院
（
公
設
民
営
）

新
設

�　

医
療
機
能
の
高
度
化
に
よ
る
救
急
受
入
体

制
等
を
充
実
。
運
営
を
指
定
管
理
と
し
て
民

間
事
業
者
に
委
ね
る
こ
と
で
、
民
間
の
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
安
定
的
な
病
院
経

営
を
実
現
。

②�　

現
在
の
市
立
病
院
の
周
産
期
医
療
、
小
児

医
療
へ
の
特
化

③　

現
在
の
府
中
病
院
と
の
連
携

�　

現
在
の
府
中
病
院
は
回
復
期
医
療
と
地
域

包
括
ケ
ア
の
中
心
的
役
割
を
担
う
。

必
要
な
１
２
０
億
円
の
資
金
の
う
ち
、
生
長

会
が
60
億
円
を
負
担
し
、
市
が
60
億
円
を
負
担

す
る
が
、
市
の
負
担
分
の
一
定
額
は
地
方
交
付

税
措
置
が
な
さ
れ
る
と
の
言
説
が
流
れ
る
中
、

２
０
２
０
年
６
月
３
日
の
市
議
会
・
病
院
整
備

特
別
委
員
会
第
１
回
に
、
次
の
よ
う
な
再
編
案

と
中
期
資
金
計
画
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

〈
再
編
案
〉

現
在

　

市
立
病
院
２
３
０
床

　

生
長
会
・
府
中
病
院
３
８
０
床

　
　

⇒
⇒
⇒

　

市
立
病
院
82
床

　

府
中
病
院
１
６
７
床

　

新
病
院
（
公
設
民
営
）
３
０
０
床

新
病
院
の
収
益
・
費
用
は
指
定
管
理
者
に
帰

属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ⅲ　

�

中
期
資
金
計
画
案
の
問
題
点
と
生
長
会
・

指
定
管
理
者
制
度
・
地
域
医
療
連
携
推
進

法
人
結
成

ま
ず
大
問
題
は
、
提
示
さ
れ
た
中
期
資
金
計

画
が
次
の
致
命
的
欠
陥
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で

す
。

⑴ 　

医
業
収
益
（
事
業
収
益
）
の
根
拠
資
料
の

一
部
は
情
報
公
開
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
勘
定
科
目
の
明
細
が

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

⑵ 　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
が
存
在
せ
ず
、
そ

の
一
部
分
を
な
す
資
本
的
収
支
の
み
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
貸
借
対
照
表
も
全
体
像
が
不

明
で
あ
る
こ
と
。

⑶ 　

未
収
金
（
保
険
未
収
金
）
が
８
億
円
の
水

準
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
４
年

度
に
突
如
、
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

⑷ 　

２
０
２
０
年
度
決
算
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
、
厳
し
い
数
値
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
収

支
計
画
案
で
は
５
億
円
台
の
黒
字
を
み
こ
ん

で
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
の
見
通
し
が
大
き

く
く
る
っ
て
き
ま
す
。

一
言
で
い
え
ば
、
数
値
の
使
い
方
が
大
変
粗

く
、
こ
れ
を
直
接
作
成
し
た
現
場
の
公
務
労
働

者
の
苦
悩
を
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
確
認
し
た
上
で
、
生
長
会
の
分
析
に
移
り
ま

す
。「

社
会
医
療
法
人
生
長
会
」
は
和
泉
市
に
本

拠
を
置
く
医
療
法
人
で
あ
り
、
事
業
収
益
は
４

０
０
億
円
を
超
え
て
お
り
、
過
去
の
遺
産
に
よ

っ
て
自
己
資
本
比
率
は
40
％
前
後
と
高
い
水
準
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二
つ
目
に
は
、
人
的
資
産
の
問
題
で
す
。
現

在
市
立
病
院
職
員
に
対
し
て
生
長
会
に
移
籍
す

る
の
か
、
市
の
他
部
門
に
移
る
の
か
（
部
門
未

定
）、
自
己
都
合
で
の
退
職
か
、
の
面
談
が
既

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
研
修
医
に
対
し
て
援
助
・
指
導
で
き
る

力
量
を
待
つ
、
キ
ャ
リ
ア
20
年
の
看
護
師
に
対

し
て
例
え
ば
会
計
課
や
税
務
課
へ
の
配
属
を
迫

る
の
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
社
会
的
損
失
そ

の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
つ
目
に
は
、
縮
小
す
る
現
在
の
市
立
病
院

と
新
し
い
公
設
民
営
病
院
の
詳
細
な
医
療
構
想

が
、
市
民
が
納
得
す
る
形
で
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。

並
行
し
て
公
立
保
育
園
の
民
営
化
等
も
市
は

検
討
し
て
お
り
、
健
康
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

・
ケ
ア
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
地
場
産

業
と
中
小
業
者
を
中
心
に
し
た
経
済
活
性
化
を

統
合
さ
せ
た
総
合
的
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
市
民

が
個
々
の
立
場
を
超
え
て
胸
襟
を
開
い
て
議
論

す
る
時
で
す
。
そ
の
実
践
の
な
か
で
、
市
民
に

よ
る
市
立
病
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
未
来
、
公
の
行

財
政
の
本
来
的
役
割
が
語
り
合
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

に
あ
り
ま
す
。
事
業
収
益
と
事
業
費
用
が
Ａ
本

来
業
務
、
Ｂ
附
帯
事
業
、
Ｃ
収
益
事
業
に
区
分

会
計
処
理
さ
れ
て
お
り
、
業
績
の
内
実
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｂ
も
Ｃ
も
業
務
利
益
を
出

せ
て
お
ら
ず
、
こ
の
間
の
合
算
事
業
利
益
（
営

業
利
益
）
は
１
％
前
後
と
ほ
ぼ
誤
差
の
よ
う
な

数
値
で
す
。

生
長
会
は
か
な
り
難
し
い
局
面
に
あ
り
、
今

回
の
案
件
は
起
死
回
生
の
乾
坤
一
擲
の
策
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
市
は
こ
れ
ら
の
経

営
分
析
を
し
た
上
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
選
択
を
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
き
な
争
点
と
な
っ

て
い
る
指
定
管
理
者
制
度
活
用
の
問
題
点
に
つ

い
て
議
論
し
ま
す
。

尾
林
芳
匡
は
こ
う
論
じ
ま
す
。
２
０
０
３
年

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
っ
て
営
利
企
業
を
含
む

民
間
法
人
・
団
体
に
も
可
能
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
公
共
性
が
高
く
長
期
の
見
通
し
が
必
要
な

公
立
病
院
の
管
理
運
営
に
適
用
す
る
の
は
適
当

か
、
と
（
尾
林
芳
匡
『
自
治
体
民
営
化
の
ゆ
く

え　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
変
質
と
再
生
』
自
治
体

研
究
社
、
２
０
２
０
年
）。

泉
大
津
の
場
合
は
市
立
病
院
の
医
療
法
上
の

管
理
者
は
生
長
会
、
開
設
者
が
市
と
な
り
ま

す
。
病
院
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
適
用
は
物

事
の
性
格
上
、
30
年
単
位
の
契
約
と
な
る
の
が

通
常
で
あ
り
、
尾
林
氏
が
論
ず
る
よ
う
に
自
治

体
の
選
択
肢
か
ら
は
ず
す
べ
き
で
す
。
自
前
で

の
公
立
病
院
保
持
の
意
義
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

１
０
０
年
単
位
の
ス
パ
ン
で
考
え
る
べ
き
事
柄

で
あ
り
、
指
定
管
理
を
規
制
事
実
と
し
て
進
め

よ
う
と
す
る
動
き
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
の
懸
念
は
、
２
０
２
１
年
に
は
市

と
生
長
会
だ
け
で
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
を

作
ろ
う
と
い
う
動
き
で
す
。
地
域
の
多
数
の
医

療
・
介
護
関
係
者
が
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
疑
問
で
す
。
民
間
病

院
、
開
業
医
等
を
含
め
た
「
地
域
ま
る
ご
と
連

携
」
を
公
論
の
場
に
載
せ
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。

Ⅳ　
住
民
自
治
に
基
づ
く
打
開
へ
の
道

市
民
に
は
今
、
リ
ア
ル
な
視
点
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
財
政
問
題
で
す
。
１
２
０
億
円

の
借
金
を
30
年
に
わ
た
っ
て
返
済
す
れ
ば
、
元

利
合
計
で
１
５
０
億
円
規
模
と
な
り
、
そ
れ
は

現
在
の
市
一
般
会
計
の
半
分
に
達
す
る
規
模
と

い
う
事
実
。
市
は
駅
前
再
開
発
な
ど
へ
の
過
大

投
資
で
２
０
０
０
年
前
後
、
深
刻
な
財
政
危
機

に
お
ち
い
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
市
は
一
民
間
医
療
法
人
と
の
「
癒
着
」

を
土
台
と
し
て
根
拠
な
き
自
己
過
信
に
よ
る
無

理
な
新
病
院
建
設
に
よ
り
、
深
刻
な
複
合
危
機

に
ふ
み
こ
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
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　ご存じのように、維新は、昨年11月の住民投票での「都構想」
否決という市民の審判に背を向けて、「簡易版都構想」と言われ
る「広域一元化条例（案）」を、現在開催されている大阪府・大阪
市の議会に上程し、強行の上、４月１日にも施行しようとしてい
ます。
　この企みの内容と狙いにかかわって、４人の専門家による「緊
急パネルディスカッション」を２月４日に実施しました。この映
像について、現在YouTubeで無料公開しています。
　少し長いものですが、「広域一元化条例」案の問題点と、その
狙いについて、４人の先生の専門分野からの指摘と討論は他に例
がなく、通してみれば非常にわかりやすいものとなっています。
今後の取り組みにも重要な課題であり、ぜひご視聴ください。

日本では公的サービスのアウトソーシング、民営化、産業化が唯一の選択
肢とされている。一方、イギリスでは、再公営化、つまり、民間から公営
に取り戻す、インソーシングの事例がみられる。それは民営化、産業化に
よる弊害、サービスの破綻・劣化が原因であり、公正を旨とする「社会正
義」に根差した動きでもある。イギリスでの調査を初め、現地の労働組合
・市民団体等の社会運動を紹介し、日英比較を通して、これからの行政サ
ービスのあり方を多角的に考える。� （A5判・並製カバー・136頁）

２・４緊急パネルディスカッション

「広域一元化」は
何を狙う

YouTube映像、
ぜひご視聴ください！
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